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例　　言

1　本書は株式会社　彩工合による店舗兼貸店舗新築工事に伴う岩村田遺跡群　西一本柳遺跡ⅩVの発掘調
査報告書である。

2　事業主体者　御代田町塩野400－158　株式会社　彩工舎

3　調査主体者　佐久市中込3056　佐久市教育委員会　教育長　木内　清

4　遺跡名及び発掘調査所在地　　岩村田遺跡群　西一本柳遺跡XV（INP XV）
佐久市岩村田常木上2329番1

5　調査担当者　上原　学
6　本書の編集・執筆　上原　学

7　本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1　遺構の略称は以下の通りである。

H－竪穴住居址　　D一土坑　　F－掘立柱建物址　　M一港跡　　P－ピット

2　スクリーントーンの表示は以下のとおりである。

掛地山断面彬　粘土
遺物一赤色塗彩　　　　　　　黒色処理

焼土

須恵器断面

3　挿図の縮尺は以下の通りである。　遺構一竪穴住居址・土坑・掘立柱建物址・溝跡・ピットー1／120

遣物弓ホ生式土器・土師器・須恵器－1／6　　鉄器－1／4
4　遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

5　遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

6　調査グリッドは小グリッド4×4m、大グリッド40×40mである。
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第I章　発掘調査の経緯
第1節　立地と経過

岩村田遺跡群は南方を西流する湯川右岸の段丘上に位置し、南に向かって緩やかに傾斜する。標高は688

m内外を測り、湯川との比高差は約21mである。周辺地域の地盤は北に聾える浅間山の降下火山灰と砂礫

層で水はけも良く、比較的安定しており、古くから生活の場として広く利用されていた。遺跡群内ではこれ

まで14回の本調査が行われており、弥生時代から中世にいたる遺跡の密集地域として知られている。また、
周辺の発掘調査では、貴重な発見がなされている。

昭和46年には同遺跡群内に存在する東一本柳古墳の調査が行われ、彫金を施した金鋼製馬具などが多数
出土し、調査区周辺の道路、店舗建設等に伴う西一本柳遺跡I～ⅩⅣの調査では弥生時代から中世を中心と

する遺構・遣物が多数発見されている。また、西に位置する北西の久保遺跡では弥生時代から平安時代の住

居址に加え、弥生時代の木棺墓、方形周溝墓、古墳時代の円墳、中世の五輪等群など墓域を伺わせる遺構が
発見され、古墳時代の円墳からは人物（武人・巫女等主動物（馬・鹿・鳥等）・器材埴輪が出土した。

今回、株式会社　彩工合による店舗兼貸店舗の新築工事が計画され、事前に遺構の有無を確認するため試

掘調査を実施した。その結果、住居址等の遺構及び遺物が多数認められたため、開発主体者と文化財保護協
議を重ね、遺構の破壊が予想される建築部の記録保存を目的とした発掘調査を行う運びとなった。

発掘調査位置図（1：100，000）
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中嶋フクジ　萩原宮子　比田井久美子　細萱ミスズ　武者幸彦
柳沢武　横尾敏夫　依田美穂　依田三男　渡遽久美子　渡辺長子
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第3節　遺跡の概要

遺　跡　名

所　在　地

調査期間

調査面積
調査遺構
出土遺物

岩村田遺跡群　西一本柳遺跡ⅩⅤ（INP XV）

佐久市岩村田字常木上2329番1

平成19年6月8日～平成19年7月5日（現場）

平成19年6月12日～平成20年3月28日（整理）
320工が

竪穴住居址18軒　掘立柱建物址3棟　土坑5基　溝跡5条　　ピット
弥生式土器（壷・聾・鉢・高杯）土師器（杯・嚢）須恵器（杯・聾）手捏ね土器
石製品（砥石、擦り・敲き・編物石、紡錘車）鉄製品（鍍・刀子等）羽ロ

第Ⅱ章　遺跡の環境

第1節　自然環境
佐久地域は、周辺を山地・台地に囲まれた盆地状を呈し、一般に佐久平と呼ばれ、北には現在も活動を続

け白煙を立ち上らせる浅間山、南には蓼科山が存在する。東には北開東山地の北端が延び、群馬県との境を

なし、西には御牧原・八重原といった台地が広がっている。そして、佐久平を大きく二分するかのように一

級河川である千曲川が南佐久方面の支流を集めながら水量を増し佐久市内に流れ込む。市内に入った千曲川
は野沢付近まで北流した後、やや川筋を北西方向に変え、立科山麓の支流を集めた片貝川、浅間山の麓に源

を発す湯川、関東山地からの滑津川等と合流する。また、佐久地域は地質学的にも南北で大別でき、佐久平

のほぼ中央である志賀川が滑津川と合流し

て千曲川に注ぐ東西線を境とし、河川の北

側段丘上と南側沖積地とでは10～30mの

比高差を持つ断崖を認めることができる。

北部地域は、北の浅間山麓末端部の台地で、
浅間の噴火によって台地上に厚く軽石流が

堆積している。この堆積層は、雨水の浸食

によって深くえぐり取られ、浅間の麓から

放射状に幾つもの浸食谷（田切り）を形成
し、切り立った断崖によって台地を細長く

分断している。

佐久市北部の遺跡は、主にこの南北方向

に延びた田切り地形の台地上に形成されて
いる。

これに対し、南部地域は千曲川の氾濫源

沖積地と支流の谷口扇状地となり、河川礫

層と沖積粘土層が堆積した比較的安定した土地で、周辺地
域は現在も広く水田として利用されている。遺跡は沖積地

の微高地上及び、沖積地周辺に張り出す尾根上、尾根麓付

近の緩斜面等に形成される場合が多い。

今回調査対象となった西一本柳遺跡ⅩVは、北部地域に

位置し、浅間の麓から注ぐ湯川右岸の台地上に位置する。
（参考　北佐久郡志　第一巻　自然編）

第2節　基本層序
I層は耕作土（亜一部cm厚）で北から南にかけてやや

厚みを増す。Ⅱ層は耕作土と湯川層の中間層（15～20cm厚）

でこの上面から遺構の確認が可能である。Ⅲ層は湯川層の

砂層（80～100cm）で大半の遺構はここまでの掘り込み
となる。Ⅳ層は追分第1灰流の堆積層である。住居址ピッ

トの掘り込みが一部この層まで達していた。

－2一
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調査区・試掘トレンチ配置図

第Ⅲ章　遺構と遺物
1　竪穴住居址

H1号住居址

遺構は調査区中央に位置し、全体調査が可能であった。切り合い関係はH3、Dlに切られ、H4・11・

13・14・15を切る。規模は東西7m、南北7．5m、確認面から床面までの深さは最大48cmを測る。平面
形態は隅丸の方形である。床面は土間状に硬質で、北側の一部は僅かだが高くテラス状になり、中央付近は

やや低くなる。壁際には周溝が巡り、床面上からピット7個を確認した。Pl～P4が主柱穴と思われる。

カマドは北壁中央に構築され、前面の床上に多量の粘土が散在し、本体の粘土・石等の構築材は取り除かれ
ていた。焼土の堆積した火床及び壁から北に1．6m延びる長い煙道の掘り込みのみ残存していた。掘方は上

部10cm内外の厚みで貼り床され、貼り床直下は地山の砂主体である暗褐色土が埋め込まれていた。掘方

の下から新たに主柱穴、住居内土坑と思われる配列の掘り込みが認められることから、ピット以外の居住空
間を本住居に破壊された別遺構または本住居址拡張の可能性が考えられた。

遺物は土師器の杯・鉢・聾・手捏ね土器、須恵器の杯・蓋・嚢、砥石・擦り石、羽口片、鉄製品が出土し

た。須恵器杯は回転糸切り後へラケズリと高台杯が存在する。須恵器蓋は小径でかえりが付き、つまみは皿

状で大きい。土師器杯は平底で底部から体部にかけて広範囲にヘラケズリが施され、内面に暗文が認められ
る。土師器婆は器厚は薄く、ロ緑は丸みをもった「く」の字である。本住居址は杯・嚢の形状から8世紀前
半、奈良時代としたい。
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Hl号住居址遺構・遣物実測図

1．暗櫨色土　日0YR的）

砂・小石・炭化物含む。

2　鈍い赤褐色上（5YR414）

粘土・灰・煉土多く含む。

3　侮暗褐色土（75YR213）

粘十・尿・胱上多く含む。

4．褐灰色t（75YR471）

粘土ヒ体・蝿色土含む。

Ⅱ柑色1＿　日0YR〃l）焼⊥．・灰・粘土の混合土。

灰白色量‘（25YRRJl）灰屑。

惚色十（5YR616）焼上屑。

鈍い赤褐色十（5YR413）兢王・灰・者占土の混合t。

しまりなし。

9．暗褐色士（75YR314）焼士・灰・粘tの混合土。

しまりなし。

10　黒褐色上（75YR212）蛛土・粘土少丑含む。

ll．黒褐色土（75YR2ノ2）焼土・粘土多く含む。

12　極曙褐色1ニ（75YR213）煉土・粘土少丑含む。

13　m褐色土（10YR213）砂少最含む。硬質。（貼床）

14　黙褐色L（10YRj12）砂やや多く含む。

15．暗褐色十　日0YRjノ4）砂多く、しまりなし。　周構）

相　見褐色上　目OYR213）砂多く、軽石含む。

17　暗褐色士（10YR314）砂主体。褐色土含む。

しまりなし．

18．，リ．t褐色」（10YR273）砂含む。しまりややなし。

19．鈍い遁地色土　日0YR4J3）砂主体。しまりなし。
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番号 器　 種 器　 形 口径cm 底径cm 器高cm 調　　 整 ・文　　 様 残存率・部位 備　　 考

1 土師器 杯 14．6 9．7 4．4 「二滴牒 ナデ　 底部から休部上部にかけてへラケズリ　 内面暗文 95 鈍い赤褐色

2 土師器 材こ 14．7 8．2 4 目線横ナデ　 底部から休部上部にかけてへラケズリ　 内面鴫文 70 鈍い橙色

3 十師器 片目皿 13 9．6 3．4 手ごね　 底部へラ切り 80 鈍い赤褐色⊥

4 土師器 鉢 ［17］ 6．2 7．8 内外面ミガキ 35 外面貿灰色

° 土師答 璽 ［22．8］ － ロ縁柊ナデ　 外面へラケズリ　 内面ナデ 口緑破片 明赤褐色

6 始悪謳 杯 13．9 8．4 3．6 内外面十デ　 底部回転糸切り後へラケズリ 80 鈍い赤褐色

／ 須恵昔 高台佃杯 ［15．3］ ［11．8］ 4．7 体郎ロクロナデ　 底部へラケズリ後高台傑出 付け 25 褐灰色

8 須恵器 蓋 5．8 ［12．2］ 2．6 内外而ロクロナデ　 m 状つまみ貼り付け　 かえりあり 25 褐灰色

9 須恵器 埜
－ ー 外面叩き痕　 内面ナデ 口緑破片 灰許褐色

10 羽口 － 破片　 端部面取り 端部 赤褐色　 写真参照

11 羽∪ 破片　 表面やや還元 破片 灰褐色　 写貧参照

Hl号住居址遺物観察表

－4－



番号 落　 種 話　 形 口径 c m 底径 cm 器高 cm 調　　 整 ・文　　 様 残存率 ・部位 備　　 考

12 羽 ロ － － 破 片　 表面や や還元 破片 灰褐色　 写真 参照

1 3 鉄釘 長 さ 1 1．7 c m 幅 0．9 cm 厚さ 0．8 cm 重－：－21．16 g 断面 四角 9 0 頭 部一部破損

1 4 不 明鉄 製品 長さ 4．3 cm 幅 1．1 cm 厚さ 0．6 cm 酎 4j O g 断面 長方形　 刃部 な し 細 部先端 欠損

1 5 鉄製 刀子 ？ 長 さ 4．9 cm 1．7 cm 厚さ 0，6 cm 重量 20．99 g 断面三 角 先端破片 ？ 下部欠損

16 砥石 長さ 12．8 1 c m 4．18 、
91 cm

厚さ 2．30 、
5．66 cm

塵是 42 0g 4 面砥 面 写 哀参照

17 砥石 長さ 7．31 cm 2．39 、
46 cm

厚さ2．39 －
4，50 cm

重量 2（滑g 4 両砥 面 写真 参照

18 擦り ・放き石 長さ 8．10 cm 4．0 4 －
00 cm

厚さ0，80 －
2．57 cm

重遣 19 5g 一面擦 り面　 先端部説 き痕 写真参 照

H1号住居址遺物観察表

H2号住居址

遺構は調査区西に位置し、西側2分の1程度は調査区域外となる。

切り合い関係はH18、Flに切られ、H14を切る。規模は南北5ユm、

東西は調査規模で最大3．4m、確認面から床面までの深さは12cm
内外を測る。平面形態は隅丸の方形又は長方形と思われる。床面は

硬質で土間状である。ピットは床面上で2個確認できたが主柱穴と

は断言できない。カマドは東壁のやや南に位置し、火床及び煙道が

確認できた。また床面の中央付近に円形の焼土の堆積が認められた。

地焼炉と思われる。掘方は5～15cmの厚みで砂混じりの暗褐色
土が埋め込まれていた。

遺物は弥生から古墳時代の土器片・鉄製品・擦り石が出土した。

本住居址はやや厚めの土師器嚢片、6～7世紀代と思われる土師
器杯片が認められることから古墳時代としたい。

略褐色上（川YRj13）砂・焼土・炭化物含む。

All

芸笠ヒ物含む。議劫

∈
N
＋
E
宍
竺
云
▼
　
＋
（

つ
J

・
－
　
・
・
1
．
．
　
　
　
0

．張褐色土（10YR213）焼土やや多く、

橙色土（5YR616〕焼土含む。

赤褐色士（25YR416）焼土層。

児褐色土（lDYRユ3）砂粒・小石少量含む。

鈍い炎褐色土（10YR購）砂主体。

黒褐色土　日0YR2J3）砂粒・小石含む。

暗地色土（10YR314）砂多く、上面やや硬質。

H2号住居址遺構・遣物実測図
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番 号 器　 種 語　 形 口 径 cm 底 径 c m 器 商 cm 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 土 師 器 鉢 L．】緑 横 ナ デ　 胴 部 外 面 へ ラ ケ ズ リ L 】緑 破 片 明 赤 褐 色

2 土 師 器 要 ［15．6 ］ 内 外 面 ナ デ 底 部 破 片 橙 色

3 鉄 釘 長 さ 9 ，2 c m 幅 1．4 cm 厚 さ 0 ．4 cm 重 畳 9 ．2 8 g 断 面 四 角　 両 端 欠 捕

4 擦 り石 長 さ 8．5 9 c m 幅 3．76 －

′1．5 1 cm

厚 さa 痛 －
3 ．5 1 Cnl

重 畳 22 0g 2 両 擦 り面 片 側 欠損 写 食 参 照

H2号住居址遺物観察表

H3号住居址

遺構は調査区中央のやや西に位置する。切り合い関係はHl・4、M3を切り、Flに切られる。規模は
南北3．5m、東西3．8m、確認面から床面までの深さは最大25cmを測る。平面形態は隅丸の方形である。

床面はやや硬い状態で、カマドの石材及び土器の散布が認められた。周溝、ピットは確認できなかった。カ

マドは北壁の中央に構築され、火床及び袖石が残存していた。火床には厚さ6cmの厚みで焼土が堆積し、
中央やや西に支脚石が埋め込まれてい
た。掘方は薄く黒褐色土、暗褐色土が

埋め込まれ、硬質の床下は切り合い関

係にあるHlの覆土となる。

遺物は須恵器の杯・嚢、土師器の杯・

襲、灰粕陶器の壷片が出土した。須恵
器士不は底部回転糸切り後未調整、土師

器杯はやや大型で開き、底部は全面及

び一部へラケズリ、未調整が存在する。

土師器楽は器厚は薄く口縁やや「コ」
の字状である。本住居址は土師器嚢・

杯、須恵器杯の形状、灰軸陶器の存在

から9世紀後半、平安時代としたい。

－5－
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暗褐色土（10YR38）砂粒・小石・炭化物少量含む。

明赤褐色土（25YR516）焼土層。

暗赤褐色土（5YRjノj）焼土多く含む。

橙色土（5YR616）焼土層。

鈍い赤褐色土（5YR413）焼士と灰の混合土。

照褐色土（10YR213）砂少量。しまりあり。

暗褐色土（10YR3耳）砂多く上面ややしまりあり．

H3号住居址実測図
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H3号住居址遺物実測図
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番 号 器　 種 器　 形 口 径 cm 底 径 c m 器 高 c m 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 土 師 器 杯 14．2 6 ．6 3．8 ロ ク ロ ナ デ　 内 面 黒 色 処 理　 底 部 へ ラ ケ ズ リ 70 外 面 明 赤 褐 色　 内 面 黒 色

2 土 師 器 杯 ［15．7 ］ 7 ．5 4 ．8 ロ ク ロ ナ デ　 内 面 黒 色 処 理　 底 部 回 転 糸 切 り 70 外 面 鈍 い 橙 色　 内 面 黒 色

3 土 師 器 杯 15 ．4 7．8 4 ．4 ロ ク ロ ナ デ　 内 面 黒 色 処 理　 放 射 状 太 い 暗 文 風 ナ デ　 底 部 へ ラ ケ ズ リ 90 外 面 浅 黄 色　 内 面 黒 色

4 土 師 署罠 杯 ［15 ．4 ］ ［7．2 ］ 4 ロ グ ロ ナ デ　 内 面 黒 色 処 理　 底 部 へ ラ ケ ズ リ 30 外 面 橙 色　 内 面 黒 色

5 土 師 器 杯 ［15 ．3 ］ ［7．6 ］ 4 ロ ク ロ ナ デ　 内 面 ミ ガ キ　 底 部 回 転 糸 切 り 、 周 辺 部 へ ラ ケ ズ リ 40 鈍 い 赤 褐 色

6 須 恵 器 称 13 ．6 6 3 ．8 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り 98 明 褐 灰 色　 一 郎 橙 色

7 須 恵 器 杯 ［14 〕1］ 6．7 3 ．6 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り 50 灰 白 色

8 須 恵 器 杯 ［13 ．1 ］ 6 4 ．2 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ　 火 だ す き　 底 部 回 転 糸 切 り 5 0 鈍 い 黄 橙 色

9 須 恵 器 整 22 ．2 1 5 2 1．5 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 中 央 や や く は み　 胎 土 粗 い 7 5 灰 褐 色

10 須 恵 器 整 内 外 西 口 タ ロ ナ デ 口 繰 ～ 胴 部 破 片 灰 黄 色

H3号住居址遺物観察表
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H4号住居址遺構・遺物実測図
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2

黒褐色土（10YR313）砂粒・焼土少量含む。

明赤褐色土（25YR516）焼土層。

暗褐色土（10YR〕ル）硬質。（鮎床）

暗褐色土（10YR3瑚　砂質。しまりなし。

鈍い黄褐色土（10YR4J3）砂多く、褐色土含む。

しまりややあり。
0　　691400m　　2m



遺構は調査区中央に位置し、Hl・3・13に切られ、H14・15、

M2・3・4を切る。規模は南北6．1m、東西6．2m、確認面から

床面までの深さは30cm内外を測る。床面は硬質で、壁際に幅13

cm内外の周溝が存在し、東壁北寄りの床面上に円形の焼土の堆積
が認められた。性格は不明である。また、南壁際中央付近の床面上

には土師器の長胴嚢が横たわっていた。ピットは床面上及び切り合

い関係にあるHlの掘方下から5個のピットが認められた。位置的

にPl～P4が主柱穴と思われる。カマドは確認できなかった。北

3

H4号住居址遺物実測図

目
す
、
一
口

壁又は西壁に存在すると考えられるが、これまでのカマドを伴う住居址調査例から北壁に存在していた可能
性が高い。掘方は約4cm厚の貼り床直下に、16cm厚の鈍い黄褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯・長胴嚢・甑、須恵器の賓片、鉄銀が出土した。土師器杯は丸底で、口緑有段と無段が

存在する。いずれも小破片である。長胴要は器厚はやや厚く、胴部は長く直線的である。土師器の甑は底部
単口の破片、須恵器嚢は小破片である。本住居址は6～7世紀、古墳時代後期としたい。

番 号 器　 種 詩　 形 口径 c m 底 楼 cm 器 高c m 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 土 師 器 変 2 0．4 7 37 ．8
U 縁積 ナデ　 外 面 クシ状へ ラに よるナデ 後へ ラナデ ・ケズ り　 内面 クシ状

9 9 橙 色

2 土 師 器 璧 2 2．2 6 ．4 36 ．4 口録 械ナ デ　 外 面 クシ状 へ ラに よるナデ 後へ ラナテ ・ケズ リ　 内面 クシ状
7 5 鈍 い 橙 色

3 土 師 器 埜 ［2 1．2 ］ ロ縁
へ ラl

ナ デ　 外面 クシ状 へ ラによ るナデ 後へ ラナテ ・ケズ リ　 内面 クシ状
よ るナデ 口 緑 ～ 胴 部 破 片 橙 色

4 鉄 線 長 さ 8．8 cm 帽　 0 ．4 ～
2．3 cm

Jゾ さ 0．5 ～
0 ．8 c m 重 量 15．5 0g 基 部 欠 損 8 0

H4号住居址遺物観察表

H5号住居址

遺構は調査区北東に位置し北東コ

ーナー付近は調査区域外となる。切

り合い関係は一部のピットと新旧関
係がある。規模は南北6．5m、東西

5．2m、確認面から床面までの深さ

は10cmを測る。平面形態は楕円

に近い隅丸方形である。床面は硬質
で多くのピットに切られている。主

柱穴はPl～P4と思われ、床面中

央に円形の炉が設置されている。主

柱穴以外のピットについては遺構の
深さが浅かったことから本住居址に

付属するか断定できなかった。床下

の掘方にはロームを含む暗褐色土が
埋め込まれていた。

遺物は弥生式土器の壷・嚢・台付

婆台部、磨製石斧・凹石が出土した。

淘
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H5号住居址遺構・遺物実測図
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1．撮褐色士（10YR213）軽石・砂含む。

2．期褐色土（10YR2J3）砂やや多く、炭化物含む。

3．鈍い黄褐色土（10YR473）砂多く、しまりなし。

4．黒褐色土（10YRか3）砂・凍（5cln大）含む。

5　暗褐色土（10YR313）砂少色含む。

6　暗褐色士（lDYR313）砂多く含む。

7．黒褐色土　日OYRか3）砂・炭化物含む。

8．暗褐色t（10YR313）砂多く、しまりなし。

9．暗褐色土　日OYR314）砂多く、しまりなし。

10　暗褐色上（10YR3／3）砂やや多く、しまりなし。

11．暗褐色土（10YR313）砂やや多く含む。

12．暗褐色t（lrlYR〕1〕）砂少量含む。

甘．極暗褐色土（75YR213）焼土・炭化物含む。

14．庵畔赤陶色土（5YR213）焼土多い。

15．明赤褐色度（25YR5バ）焼土層。

16．極暗褐色士（75YR2J3）硬質（床面）

17．暗褐色土（10YR3舟）ローム含む。
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土器表面には斜線文・波状文・山形文・刺突文・貼付文・連弧文・簾状文、縄文、赤色塗彩等の調整が認め
られる。本住居址は、住居址の形態が楕円状であり、土器表面に縄目を施す等の特徴から弥生時代中期後半

栗林期としたい。

姥

H5号住居址遺物実測図

番 号 器　 種 器　 形 口 径 cm 底 径 cln 器 高c m 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 弥 生 式 土 器 梁 19 ．6 7 ．9 2 6 ．2 日管「1 」紹泊陥甘文＋ ［寮承那山 形洗練 文　 頭部 櫛描聴 状支　 外面 L 半櫛 描連
弧 丈　 外面 下郎縦 ミガキ　 内面惰 ミガキ 7 0 鈍 い 黄 桜 色

2 弥 生 式 土 器 整 13 ．2 －
し】緩 ・外面 上半櫛 措波状 文　 頭 部概 括穣状 丈　 外 面下 部縦 ミガキ　 内 面横
ミガキ 7 0 外 面 灰 褐 色

3 弥 生 式 土 器 要 ［1 1 ］ L l哲 郎縄 文　 口緑椛 ナチ　 外面櫛 描波状 文　 頚 部櫛描 膝二伏丈　 内面 ミガ キ ロ 緑 、 胴 部 破 片 外 面 灰 白 色 ・灰 褐 色

4 弥 生 式 土 器 襲 ［12 ．3 ］ 「辰 部縄文　 口緑休 部外面 蘭措波 状文　 頸部櫛 描馴 天文　 内 mi ミ〝キ 口縁 破 片 鈍 い 赤 褐 色

° 弥 生 式 士 器 壷 17．2 ロ 辰 ・L」綾 部 縄 文　 口 縁 波 状 沈 拙 文　 内面 横 ミガ キ ［」緑 80 外 面鈍 い 弟橙 色　 内 面灰 黄 褐色

6 弥 生 式 土 器 壷 －
胴 部 斜 線 文　 胴 部 下 部 縦 ミ ガ キ　 内 面 ク シ状 へ ラ に よ る ナ デ 胴 下 部 破 片 鈍 い 橙 色

7 弥 生 式 土 器 吉川 こor 台付慈 7．8 －
外 面 縦 ミ ガ キ　 内 面 ク シ 状 へ ラ に よ る ナ デ 台 部 100 褐 灰 色

8 弥 生 式 土 器 高 林 or 否仕整 6．5 外 面 赤 色 塗 彩 ？ ミ ガ キ　 内 面 へ ラ ナ デ 台 部 100 鈍 い 赤 褐 色

9 弥 生 式 土 器 舌’摘 こ01・台付梵 5．9 外 面 赤 色 塗 彩　 内 面 ミガ キ 台 部 100 外 面 赤 色　 内 面 鈍 い 黄 得 色

10 弥 生 式 土 器 壷 ー ロ 緑 外 面 赤 色 塗 彩　 内 面 突 帯　 頚 部 櫛 描 文 頚 部 周 辺 破 片 外 面 赤 色

1 1 弥 生 式 土 器 栗 －
し＿】辰 郎 縄 文　 U 辺 円 形 貼 り付 け 文　 内 面 輯 ミガ キ 口 緑 破 片 鈍 い褐 色

12 弥 生 式 土 器 聖 ー
U 辰 ・ロ緑 部縄 文　 頚 部 櫛 描 簾 状 文　 内 両 横 ミガ キ ロ 縁 破 片 灰 黄 褐 色

13 弥 生 式 土 器 壷 o r 要 外 面 洗 練　 縄 文 胴 部 破 片 灰 黄 褐 色

14 弥 生 式 土 器 藁 赤 色 塗 彩 胴 部 破 片 赤 色

15 弥 生 式 土 器 璽 － ー 頚 部 櫛 描簾 状 文　 外 面 コ の字 重 ね 文　 円形 貼 り付 け 文　 内 面 ミガ キ 胴 部 破 片 浅 黄 橙 色

16 弥 生 式 土 器 壷 － 外 面 縄 文　 刺 突 文　 辿 弧 文　 械 走 沈根　 山 形沈 披 ？　 内 面 ミガ キ 胴 部 破 片 橙 色

17 弥 生 式 土 器 壷 外 面 縄 文　 複 合 鋸 歯 文　 内 面 ミガ キ 胴 部 破 片 鈍 い 橙 色

18 弥 生 式 土 器 笠r 外 面 赤 色墳 形　 縄‾文　 桟 走 ・波 状 沈線 ・山 形洗 練 丈　 内 面 ミガ キ 胴 部 破 片 鈍 い 赤 色

19 凹 石 長 さ 8 ．8 c m 幅 7．9 cm 厚 さ 4 ．8 cm 奄茄 4 10 g 2 面 凹 あ り　 側 面 打 撃 痕 片 側 欠 損 写 真 参 照

2 0 凹 石 長 さ 1 1．5 cm 幅 9．9 cm 厚 さ 62 cm 重 量 810 g 2 面 凹 あ り　 側 面打 撃 痕 片 側 欠 順 写 真 参 照

2 1 磨 製 石 斧 長 さ 6 ．8 c m 幅 7．2 cm 厚 さ 4．5 cm 重 畳 410 g 一 都 に 人 為 的 剥 離 痕 両 端 部 欠 損 写 真 参 照

H5号住居址遺物観察表

H6号住居：址

遺構は調査区東に位
置する。切り合い関係

はH8、M2・3・5

を切る。規模は南北5

m、東西4．6m、確認
画から床面までの深さ

は40cm内外を測る。旦

平面形態は隅丸の方

形である。床面は土間
状に硬く、壁際には幅

15cm内外の周溝が存

在する。ピットは床面

上から4個の主柱穴、』
南東コーナーに南北

径80cm、東西径110

cm、深さ50cmの土

坑が認められた。カマ
ドは北壁中央に構築さ

れているが、完全に破

5　限褐色土（10YR213）周溝。

6　暗褐色士（10YR313）砂多く、しまりなし。

7　褐色土　日OYR416）砂主体。

8．薫褐色土（10YR213）砂粒り小石含む。

9．鈍い橙色土（5YR6ノ3）粘土層。

10　赤色土　日0R418）焼土層。

暗褐色上（10YRj13）砂粒・炭化物・焼土少愚含む。　　　　11時赤褐色土（5YRj13）焼土・炭化物含む。

暗褐色土（75YR313）砂粒・焼土・灰含む。

暗柚色土（75YR314）砂粒・焼土・灰多く含む。

略褐色土（10YRj14）砂粒やや多い。

H6号住居址実測図
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12．褐色土（75YR4J3）焼士・炭化物・粘土・灰含む。

1　庵ほ赤褐色士（5YR213）焼±・灰含む。砂質。

14．暗褐色土（10YR3ノ4）砂多い。（姻方）



壊され、周辺に多くの粘土が堆積していた。粘土下からは円形の火床と思われる焼土範囲が確認できた。掘
方は5cm内外と比較的薄く硬質の暗褐色土が埋め込まれていた。

遺物は須恵器の杯・高台付杯、蓋、土師器の嚢、擦り石、羽口片が出土した。須恵器杯は底部へラケズリの破片、

土師器嚢は薄く、口緑は「く」の字状で、破片のみ出土している。羽口は先端部破片である。本住居址は土

師器嚢口緑部の
形状、底部へラ

ケズリの須恵器

杯から8世紀前

半、奈良時代と
したい。

＼」＿≠三㌢
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H6号住居址遣物実測図
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番号 群　 棲 器　 形 口径 cm 底径 cm 器高 c m 調　　 整 ・文　　 様 残存 率・部位 備　　 考

1 須恵器 上不 1 4．1 7 ．8 4．5 内外 面ロ クロナデ　 底部回転 糸切団　 火 だす き 70 灰黄褐 色

2 須恵器 高台付土不 9．7 －
ロクロナデ　 底部回転 糸切 り後高台貼 り付 け 底部 6 0 灰褐 色

3 須 恵器 蓋 － ロクロナデ　 宝珠つ まみ径 2，4 c m　 天井部へ ラケズ リ つまみ周辺破 片 暗灰黄 色

4 墳悪 器 不 明 6 ロ クロナデ　 底部回転 へラケ ズリ 底部破 片 褐灰 色

5 師器 空 ロ縁内外両横ナデ　 外 両横 ・斜めへ ラケズリ　 内面横へラナデ 目線 、胴部破 片 尿赤色

6 羽ロ － 外面還元　 先端部熱 による変形 先端 那破片 先端部黒色　 内面赤褐色第 一亡参照

1 棒状鉄 製品 長さ 9．7 cm 幅 0 ．8 cm 厚さ 0．6 c m 重；1け 85g 断面四 角　 釘 丈は鞍か ？
ー

両親欠摘

8 擦 り石 長さ 10．2 cm 幅は．8 c m 厚さ 1．9 c m 即 してニ26 0g 両面掠 り面 写真参照

9 擦 り石 長さ 93 cm 帖 4 ．1 c m 厚さ 3．0 C Iu 重最こ19 0g 1 面擦 り斬 写真参照

H7号住居址

遺構は調査区南に
位置し、南西コーナ

ー付近は調査区域外

となる。切り合い関

係はMl・4・5、
D5を切る。規模は

南北5．6m、東西5．4

m、確認面から床面

までの深さは30cm

を測る。平面形態は
やや南北に長い隅丸

長方形である。床面

は硬質の薄い貼り床

状で、壁際に幅13
cm内外の周溝が存

在する。ピットは3個の主柱

穴が認められ、いずれも深さ
は45cm以上を測る。カマド

は北壁のやや西に位置し、破

壊された状態で、火床と思わ

れる焼土の堆積及び壁外に張

り出す煙道の立ち上がりのみ

確認できた。南西コーナー寄
りの床面上には多量の石材が

散在し、一部に粘土、焼土が

含まれていることから、カマ

子／戸〒＝く

－　　　1．

H7号住居址遺構・遺物実測図

6　時褐色上（10YR313）

小石・砂多く含む。

7　昭褐色士（75YR313）

硬質。（貼床）

8．黒褐色上　目0YR2Jj）

短土・炭化物含む。

9．褐色土（川YR414）

砂質。しまりなし。

「　ノ
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ドの廃材と考えられる。掘方は貼り床である硬質な暗褐色土の単層であった。

遺物は須恵器の杯・碧・壷、土師器の杯・嚢、羽口片、砥石、鉄製品が出土した。須恵器杯は底部糸切り

後未調整、土師器杯は全面へラケズリ、内面黒色処理を施す。羽口は末端部破片である。本住居址は奈良・

－9－



平安時代、8世紀後半としたい。
番 号 器　 種 器　 形 口 径 cm 鷹 径 c m 器 濁 cnl 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 土 師 器 杯 ［15 ］ －
ロ ク ロ ナ デ　 内 面 黒 色 処 理　 N 0 ，2 と 同 一 個 体 か ？ ロ 緑 破 片 外 面 明 赤 褐 色　 内 面 黒 色

2 土 師 器 杯 － 7．8 ロ タ ロナ デ　 内 面黒 色 処理　 底部 へ ラケ ズ リ　 N 0．1 と同一 個 体 か ？ 底 部 ～ 体 部 破 片 外 面 鈍 い 橙 色　 内 面 黒 色

3 土 師 器 梁
－

口 緑 内 外 両 横 ナ デ　 外 面 横 ・斜 め へ ラ ケ ズ リ　 内 面概 へ ラ ナ デ 口緑 ～ 胴 部 破 片 暗 赤 褐 色

4 須 悪 路 杯 【ほ 4 ］ 7 ．3 4 ．2 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り　 火 だ す き 50 黄 灰 色

5 須 恵 器 塔 ［14 ］ ［6 ．5 ］ 3 ．6 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り 底 部 ～ ロ 緑 破 片 灰 色

6 須 恵 器 要 － ロ ク ロ ナ デ 胴 部 破 片 栗色

7 須 恵 器 要 ［20 ．2］ － ロ ク ロ ナ デ ロ 緑 破 片 黄 灰 色

8 須 恵 器 整 － － ー
ロ ク ロ ナ デ　 胴 部 外 面 格 子 叩 き ロ 緑 破 片 灰 色

9 羽 ロ － 外 面 還 元 一 郎 端 部 破 片 還元部昭育灰色 内面鐙色 写真 参照

10 鉄 製 刀 子 長 さ 6 ．7 c m 1．1 cm 厚 さ 0．5 cm 重 畳 9 ．13 g p 基 部 欠 損

1 1 鉄 製 刀 子 長 さ 5 ．1 c m 0 ．9 cm 厚 さ 0．5c m 重 量 3 ．82 g －
基 部 欠 損

1 2 砥 石 長 さ 15．4 cm 幅 4．4 －
7．9cm

りさ 1．7 ～
4．0cm

重 量 30 0g 紙 面 4 両　 1 面 条 痕 あ り
－

片 側 欠 損　 写 責 参 照

1 3 敲 き 石 長 さ 17．7 cm 幅 4 ．1 cm 厚 さ 5．1c m 重 量 82 0g 先 端　 側 面 等 に敲 き 痕 あ り 写 真 参 照

H7号住居址遺物観察表

H8号住居址
遺構は調査区東に位置し、遺構の東側3分の2は調査区域外となる。切り合い関係はM5を切り、H6に切

られる。規模は南北2．1m、東西は調査規模で1．7m、確認面から床面までの深さは70cmを測る。床面は土

間状に硬質である。周溝及びピットは認められなかった。平面形態は残存状況から小型で東西方向にやや長

い長方形と考えられる。カマドは北壁に位置し、焼土の堆積した火床及び一部石材を利用した両袖、北壁外
に立ち上がる煙道の一部が残存していた。火床部分からは土師器長胴嚢の破片が多数出土した。掘方はカマ

ド周辺部以外は薄く、硬質の貼り床と思われる褐色土の単層であった。

遺物は土師器の襲、須恵器の蓋が出土している。土師器嚢はやや薄く、口緑「く」の字、須恵器蓋はつま

み径が大きく皿状の破損品である。

本住居址は土器の形状及び8世紀前半と考えられるH6に切られることから、7世紀末～8世紀前葉とし
たい。

1．恩褐色土（10YR213）砂・小石・軽石（1～3m大）

・炭化物含む

2．黒褐色土（10YRか2）砂・小石・軽石（1～4Ⅷ大）

炭化物含む。

3．暗褐色士（10YR38）砂やや多く含む。

／ノ「■hト1

暗褐色土（75YR313）灰少量含む。　　　　　　　　　9．灰褐色土（75YR512）粘土層。

灰褐色土（7．5YR412）粘土層。　　　　　　　　　　　10．舟褐色土　日OYR312）灰・粘土含む

極暗褐色土（75YR23）焼土・粘土粒・炭化物含む。11．恩褐色土（10YR273）灰・焼土少量含む。

暗赤褐色土（25YRj16）焼土層．（火床）　　　　　　12．暗褐色土　日OYR314）砂多く、小石含む。

赤褐色上（25YR418）焼土層。（火床焼け込み）　　13褐色士（10YR4J4）砂主体。

H8号住居址遺構∵遣物実測図

番 号 器　 種 器　 形 口 径 cm 底 径 c m 器 轟 cm 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 須 恵 器 蓋 5 ．5 ー －
ロ ク ロ ナ デ　 皿 状 つ ま み　 天 井 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ つ ま み 周 辺 破 片 褐 灰 色

2 土 師 器 婆 ［2 2．7 ］ －
口 緑 横 ナ デ　 外 面 縦 へ ラ ケ ズ リ　 内 面 ク シ状 へ ラ に よ る ナ デ 30 橙 色

3 土 師 器 墾 ［24 ．0 コ －
ロ 緑 横 ナ デ　 外 面 斜 め へ ラ ケ ズ リ　 内 面 へ ラ ナ デ 口緑 ～ 胴 部 破 片 噌 赤 褐 色

H8号住居址遺物観察表

H9号住居址

遺構は調査区南の東端に位置し、北西コーナー付近以外は調査区城外となる。切り合い関係はMlに切られ、
H17と切り合い関係にある。規模は調査規模の最大で南北3ユm、東西1．4m、確認面から床面までの深さ

は10cmを測るが試掘調査の結果から6．5×5m程度の住居址と思われる。平面形態は隅丸の長方形と考え

られる。ピット、炉等の施設は認められなかった。

遺物は弥生式土器が出土した。表面に縄目・波状文・簾状文・刺突文・山形文・コの字重ね文など工具に

よる文様が多く、赤色塗彩されたものは少ない。本住居址は弥生時代中期後半栗林期としたい。

ー10－
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H9号住居址遺構・遺物実測図

番 号 器　 種 器　 形 口 径 cm 底 径 cm 器 高c m 調　　 整 ・文　　 様 発 存 率 ・部 位 備　　 考

1 弥 生 式 土 器 婆 ［2 8．6 ］ ［10 ］ ［3 7 ．2］ ロ 辰部 刻み　 外面 櫛描 波状 文 衡 措斜 線文． 縦 ミガキ　 頚 部櫛 描簾 状 文 3 5 浅 黄 橙 色

2 弥 生 式 土 器
．

［12．7 ］ － ロ 辰部 縄文　 口縁 外 面山 形 沈線 文　 外 面重 ね コの 字文　 内面楕 ミガ キ 2 0 鈍 い 褐 色

3 弥 生 式 土 器 襲 12．3 －
外 面 柑 描 波 状 文　 内 面 横 ミ ガ キ U 縁 ～ 胴 部 破 片 黒 褐 色

4 弥 生 式 土 器 台 付 楽 8 ．7 － 外 面 縦 ハ ケ ナ デ　 内 面 横 パ ケ ナ デ 台 郡 10 0 鈍 い 橙 色

5 弥 生 式 土 器 台 付 要 7 ．6 外 面 縦 ミ ガ キ　 内 面 横 パ ケ ナ デ 台 郡 100 鈍 い 黄橙 色

H9号住居址遺物観察表

Hl0号住居址

遺構は調査区南の西端に位置し、北東コーナー付近以外は調査区域外となる。切り合い関係はM2、F2

に切られる。規模は調査規模の最大で南北1．8m、東西3．2m、確認面から床面までの深さは10cmを測る。

平面形態は方形又は長方形と思われる。床面は硬く、本住居址に伴うと考えられるピット及び炉などの施設
は認められなかった。掘方は薄く硬質の貼り床である暗褐色土の単層であった。

遺物は弥生式土器の薄く赤色塗彩された壷片及び中期後半と思われる表面摩耗の壷片、石製晶が出土した。

本住居址は弥生時代中期後半栗林期としたい。

1．暗褐色土（10YR3／の　ローム・砂やや多く含む。しまりなし。

2．暗褐色土（10YR314）硬質。（貼床）

・∴、
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H10号住居址遺構・遺物実測図

番 号 券　 種 器　 形 口 径 cm 底 径 c m 播 高 cm 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 弥 生 式 土 器 壷 ［14 ．2 ］ ロ縁外 面斜 め パケ ナデ後 縦 ミガ キ　 頚 部桧走 法線 間 に縄文　 内 面 ミガキ 口緑 70 浅 黄 橙 色

2 弥 生 式 土 器 壷 ［14 ．8 ］ － 表 面 摩 耗　 頚 部 衡 措 横 線 文 ？　 内 面 ナ デ ロ緑 ～ 空頁部 破 片 浅 黄 橙 色

3 弥 生 式 土 語 高 林
－ －

脚 部 外 面 、内 面 赤 色 塗 彩　 脚 部 内 面 へ ラナ デ 脚 部 破 片 赤 色

4 弥 生 式 土 器 彙
－ － 外 面 横 走 沈 線 間 に 縄 文　 波 状 沈 線 文　 内 面 黒 色 頸 部 ～ 胴 部 破 片 鈍 い 黄 橙 色　 内 面 黒 色

D 弥 生 式 土 器 壷 － 外 面 縄 文 頚 部 破 片 鈍 い橙 色

6 弥 生 式 土 語 ちE R 口 唇 ・口 緑 外 面縄 文　 円 形 貼 り付 け 文　 山 形 沈 線 文 □ 緑 破 片 橙 色

7 弥 生 式 土 器 顎こ － ー 口 唇 ・ロ 緑 外 面 縄 文 □ 緑 破 片 鈍 い黄 橙 色

8 弥 生 式 土 器 空 － －
外 面 榔 括 波 状 文 空真部 破 片 黒 褐 色

9 弥 生 式 土 器 壷 赤 色 塗 彩　 塁 疲 ら し き線 破 片 片 面 赤 色

10 弥 生 式 土 器 壷 － 外 面 ミガ キ 破 片 橙 色

11 弥 生 式 土 器 壷 － － ー 外 面 ミガ キ 破 片 橙 色

12 麿 製 片 刃 石 斧 長 さ 3 ．9 cm 幅 3 ，9 c m 厚 さ 0 ．8c m 重 量 21 g
一 基 部 欠 損 写 真 参 照

Hl0号住居址遺物観察表

－11一



遺構は調査区北に位置し、北側の一部は調査区

域外となる。切り合い関係はHl・12、F3に切
られ、H15を切る。規模は東西6，8m、南北は調

査規模の最大で6．6m、確認面から床面までの深

さは35cm内外を測る。平面形態は南北方向に長

い隅丸の長方形と思われる。床面は全体的に硬質

で、壁際に幅15cm内外の周溝が存在する。床面
上でピットは4個確認できPl・2が本住居址南

側の主柱穴、P3・4は入口に関すると思われる。

主体の炉は調査区域外に存在すると思われるが、
P2の北に小型の炉が存在した。また、P2内に

は土器棺と思われる壷が埋め込まれていた。住居

廃絶後に埋葬された可能性が伺える。掘方は全体

に3　cm程度の貼り床が施され、住居址東西壁際

1m程度の範囲のみ深く掘り込まれていた。

遺物は弥生式土器の嚢・壷・鉢・高杯・擦り石
が出土した。土器は工具による波状文・簾状文、

表面赤色塗彩されたものが多い。本住居址は出土

遺物の特徴から弥生時代後期箱清水期としたい。
暗褐色土（75YR313）軽石・炭化物・黒褐色土7°りク含む。

里褐色上　目OYR213）砂・塵石含む。

暗褐色十（10YRjJ男　砂やや多く、しまりなし。

黒褐色土（10YR213）炭化物・砂少量含む。

鈍い黄褐色t（lDYR4ノ3）砂主体・褐色土含む。

暗褐色士（10YRj14）硬質。（貼床）

〔lt褐色L（10YR213）砂・小石少鑓含む。

鈍い責褐色上（10YR4甘）砂多く含む。

褐色上（10YR414）砂・小石多く含む。

H11号住居址遺構∵遺物実測図
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Hl1号住居址遺物実測図

番 号 器　 枝 器　 形 口 径 cm 底 径 cm 器 高c m 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 弥 生 式 土 器 要 13 4 ．9 17 ．2 外 面櫛昔 波状 文　 頚部 櫛描 旅状 文　 胴 下 平縦 ミガ キ　 内 面 ミガキ 8 0 鈍 い 赤 褐 色

2 弥 生 式 土 器 整 16．4 － 外 面櫛 措 波 状 文　 頭 那 櫛 描 聴 状 文　 内 面 斜 め ミ ガ キ 3 0 鈍 い 赤 褐 色

3 弥 生 式 土 器 変 14 ．2 外 面 師 措 波 状 文　 頚 部 櫛 描 簾 扶 文　 内 面 斜 め ミ ガ キ 3 0 鈍 い 赤 褐 色

4 弥 生 式 土 器 愛 ［26 ，6 ］
－

外面 櫛描波 状文　 頚部櫛 措腱状 丈　 口縁内面 へラ ナデ　 胴 部内面 パケ 十デ 「】緑 、胴 部 破 片 鈍 い 橙 色

コ 弥 生 式 土 器 壷 7 ．5 ー 外 面 赤 色塗 彩 痕跡 ？　 ミガ キ　 頚 部櫛 措 直 線文　 L j緑 内面 赤 色 塗彩 7 0 外 面 橙 色 ・淡 い 赤 色

6 弥 生 式 土 器 壷 外 面 赤 色 塗 彩　 頚 部 櫛 描 文 ロ 縁 、頸 部 破 片 外 面 赤 色

1 弥 生 式 土 器 壷 ［18 ．6］ 外 面 赤 色 塗 彩　 外 面 下 部 縦 ミガ キ　 内 面 パ ケ 臼 底 部 、胴 部 破 片 外 面 赤 色

8 弥 生 式 土 器 壷
ー 1 1 － 外 面 赤 色 途 彩 胴 下 半 郎縦 ノ、ケ ナデ　 内 面 ナ デ ・ ミガ キ 底 部 、胴 部 下 半 外 面 赤 色

9 弥 生 式 土 器 壷 o r 要 8 ．8 － 外 面 底 部 付 近 槽 ミ ガ キ　 上 部 親 ミガ キ　 内 面 斜 め ミ ガ キ 底 部千 胴 部 灰 褐 色

10 弥 生 式 土 器 壷 9 5 ，1 6 ．5 外 面　 内 面 上 部 赤 色 塗 彩　 口綾 穿 孔 2 5 0 外 面 、 内 面 上 部 赤 色

11 弥 生 式 土 器 鉢 13 ．2 3 ．9 6 ．1 外 面 横 ミガ キ　 底 部 及 び 周 辺 へ ラ ケ ズ リ　 内 面 摩 耗 70 浅 黄 橙 色

1 2 弥 生 式 土 器 鉢 16 ．9 3 ．6 6 ．4 内 外 両 赤 色 盤彩　 ミガ キ 85 赤 色

1 3 弥 生 式 ⊥瀾 鉢 18 － － 内 外 血 赤 色 倉彩　 ミガ キ 50 赤 色

1 4 弥 生 式 土 器 壷 【10 息］ 片 口　 外 面 縦 ミガ キ　 内 面 横 ミ ガ キ ロ緒 、 胴 部 破 片 外 面 褐 色　 内 面 得 色

1 5 弥 生 式 土 器 高 士不 19 ．1 ー
内 外 面 摩 耗　 内 外 面 赤 色 塗 彩 痕 跡 ？ 土不部 8 0 外 面 赤 褐 色　 内 面 暗 赤 褐 色

1 6 弥 生 式 土 器 百年 ［2 3 ］ 内 外 面 淡 い赤 色 塗 彩　 ミ ガ キ i不 1 3 0 赤 色

1 7 弥 生 式 土 器 J杯 － 22 ．7 外 面 赤 色 塗 彩　 縦 ミ ガ キ　 内 面 パ ケ ナ デ 脚 部 5 0 外 1毎赤 色　 内 面 得 色

18 麿 石 長 さ 5．3 c m 帽 4 ．1 cm 厚 さ 3 ．6 cm 重 量 12 0g 写 真 参 照

Hl1号住居：址遺物観察表

H12号住居址

遺構は調査区北に位置し、北側は調査区域外となる。切り合い関

係はF3に切られ、Hllを切る。規模は東西3．7m、南北は調査

規模の最大で2．2m、確認面から床面までの深さは30cm内外を測

る。平面形態は隅丸の方形又は長方形と思われる。床面は土間状に
硬く貼り床され、壁際に幅12cm内外の周溝が存在する。南西コ

ーナーに土坑が存在した以外、ピット、カマド等の施設は認められ

なかった。掘方は3cm内外の厚みの貼り床が存在し、貼り床直下
は切り合い関係にあるHllの床面となる。

遺物は土師器の杯・要、須恵器の杯・聾、弥生式土器、

砥石が出土した。小破片が大半である。須恵器杯は回転糸

切り後未調整、土師器杯は口緑部で内面黒色処理を施す。

嚢は薄手と厚手が存在する。本住居址は土器の特徴から平
安時代としたい。本住居址は弥生時代の住居を破壊して掘

り込まれていることから弥生式土器は混入と思われる。

ミ王ヲ
1　豪　上

E．月日る色上　目0YR2J3）

U．暗褐色十　日OYR3ノ3）

L．恨褐色土　日0YR213）軽石拉・炭化物・赤色粒含む。

2　黒褐色上　目0YR212）降石粒・砂少亜含む。

3　暗褐色十　日0YR313）軽石粒・砂・炭化物含む。

4．時褐色上（10YR314）怪石粒・砂粒含む。

5．黒褐色王（10YR213）砂・種石含む。

6．時勉色t（10YR313）貼床。

H12号住居址遺構・遺物実測図

番 号 器　 種 器　 形 口 径 cm 底 径 cm 器 高c m 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 須 恵 器 杯 ［14 ］ ［7 ．4 ］ 4 ．1 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り 底 部 ～ ロ緑 破 片 灰 色

2 砥 石 長 さ 11 ．2 cm 幅 3．6 、
6．5 cm

呼 さ 2．6 、
3＿1 c m

重 量 2 6 0g 4 両 砥 面 写 賞 参 照　 片 側 欠 損

H12号住居址遺物観察表

H13号住居址

遺構は調査区中央付近に存在するが大半をHlに破壊され、＠
残存するのは東壁及び床面の僅かな部分である。切り合い関係

はHlに切られH4・H15、M3を切る。残存規模は南北壁長
1．8m、東西5cm、確認面からの深さ五kmを測る。遺構の大

半が失われているため、得られた情幸田ま僅かである。

遺物は本住居址のものと断定できるものは出土しなかった。

本住居址は切り合い関係から古墳時代～奈良時代と考えられる。

13

H13号住居址実測図



H14号住居址

遺構は調査区中央のやや西寄りに位置し、多　④
くを周辺の遺構に破壊されている。規模は南　　　H。
北5．9m、東西は調査規模の最大で2．3m、確

認面から床面までの深さは10cm内外を測る。

平面形態は方形又は長方形と思われる。床面は
やや硬い程度で、土間状ほどではない。壁際に

周溝が存在するが、ピット、炉などの施設は認
められなかった。

遺物は弥生時代中期後半～後期の土器片が
出土した。本住居址は弥生時代としたい。

l
－
H
日
日
〓
日
日
岬

4

瑚
〃

つ
J

H
n
H
〃
ヤ

H4　く1　　　　　　　　　　0　　691700m　　2m

H14号住居址遺構・遺物実測図

番 号 器　 種 器　 形 口 径 cm 鷹 径 cm 器 高c m 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 弥 生 式 土 器 思 － 一 外 面 パ ケ ナ デ　 内 面 ナ デ 胴 部 破 片 明 赤 褐 色

2 弥 生 式 】ニ岩音 藁 － 外 ．面 パ ケ ナ デ　 内 面 ナ デ 胴 部 破 片 明 赤 褐 色

3 弥 生 式 ．】ニ搭 池 － 外 面 櫛 描 斜 線 文　 内 面 ミ ガ キ 胴 部 破 片 黒 褐 色

4 弥 生 式 t 答 壷
－ ロ 辰 部 縄 文 ［コ辺 外 面 縄 文 ・山 形 沈 線 文　 内 面 ミ ガ キ 口 縁 破 片 I天 褐 色

5 弥 生 式 土 器 壷
ー 外 面 縄 ．史　 構 走 沈 線 文 頚 部 破 片 鈍 い 黄 橙 色

6 弥 JL 式 土 器 ′祀 一 外 面 パ ケ ナ デ　 内 面 ナ デ 胴 部 破 片 明 赤 褐 色

H14号住居址遺物観察表

H15号住居址

遺構は調査区中央のやや北に位置し、大半は周辺の住居址によって破壊され
ている。切り合い関係はHl・4・1ト13に切られる。調査規模は南北1．8m、

東西1．2m、確認面から床面までの深さは5－10cmを測る。残存した床面は

やや硬い。周溝、ピット、炉等の施設は認められなかった。

遺物は弥生時代中期後半～後期の土器片が僅かに出土した。本住居址は弥生

時代後期のHllに切られることから弥生時代中期後半～弥生時代後期とした
い。

H16号住居址

遺構は調査区東端に位置するが大半は調査

区城外となる。調査規模は南北2．2m、東西
1．0m、確認面から床面までの深さは24cm

を測る。床面はやや硬さを持つが土間状ほど

ではない。調査箇所から周溝、ピット、炉な
どの施設は認められなかった。掘方は16cm

内外の厚みで黒褐色土が埋め込まれていた。

遺物は表面に縄文又は赤色塗彩された弥生
式土器片が出土した。

本住居址は出土遺物から弥生時代中期後半
～後期としたい。

1．暗褐色土（lDYRjノ4）やや硬質。（床）

2．鈍い丼褐色土（10YR413）砂多く褐色土含む。

H15号住居址実測図

1．暗褐色土（10YR313）砂多く小石含む。

2　黒褐色土　日0Ym月）砂少量り小石・炭化物含む。

畠軋　轟高　く訓5

H16号住居址遺構・遺物実測図

番 号 器　 種 器　 形 口 径 cln 底 径 cm 器 高c m 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 備　　 考

1 弥 生 式 土 器 壷
－ － ー 外 面 帯 状 に 縄 文 頚 部 破 片 黄 褐 色

2 弥 生 式 土 器 梁 外 面 櫛 措 波 状 文　 内 面 ミ ガ キ 胴 部 破 片 明 褐 色

3 弥 生 式 土 器 藍 一 ー 外 面 櫛 描 直 線 文　 櫛 描 波 状 文 破 片 黄 褐 色

4 弥 生 式 土 器 壷 一 外 面 赤 色 塗 彩　 櫛 描 直 線 文　 内 面 剥 離 頚 部 破 片 外 面 赤 色 ・橙 色

5 弥 生 式 土 昔話 壷
－ － ー 外 面 赤 色 塗 彩 破 片 外 面 赤 色

6 弥 生 式 土 器 壷
－

外 面 赤 色 塗 彩 破 片 外 面 赤 色

H16号住居址遺物観察表
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H17号住居址
遺構は調査区南東端に位置し、大部分は

調査区域外となる。切り合い関係はMlに
切られ、H9と切り合い関係にある。調査

規模は東西70cm、南北1．6m、確認面か

ら床面までの深さは40cmを測る。

遺物は弥生時代後期と思われる襲・壷等
が出土した。遺物の特徴及び調査状況では

H9を切る弥生時代後期の住居址と思われ。
るが、調査範囲が僅かなため確定はできな
い。

耕作1ニ

暗褐色土（川YR313）砂・小石少血含む。

黒褐色土（川YR213）砂・小石少立含む。

略褐色土（10YR313）砂・小石少塾含む。

暗褐色土（10YR314）砂やヤ多く上面硬質∴（床）

鈍い逓褐色土（lDYR413）砂主体。褐色土含む。

H17号住居址遺構・遺物実測図

H18号住居址

遺構は調査区北西端に位置し、大部分が調査区

域外となる。切り合い関係はH2を切る。調査規
模は南北1ユm、東西3．7m、確認面から床面ま

での深さは60cmを測る。床面上から周港、ピッ

ト、カマド等の施設は認められなかった。覆土内
からは弥生時代中期後半～古墳時代と思われる土

器片が出土した。試掘調査の結果では本住居址の

北側に複数の遺構が認められていることから、今

回の調査範囲内においても重複している可能性

耕作十

時褐色上（10YR38）砂・小石・軽石粒含む。

，l世相色t（10YR213）砂・小石・軽石粒含む。

時褐色⊥（10YR314）砂・小石・軽石含む。

鈍い薫褐色土（10YR413）砂と褐色土の混合土。

上面やや硬質。（床面）

0　　　691400m　　2m

H18号住居址実測図

が考えられる。調査範囲が僅かなため詳細及び時期の確定はできなかった。

2　溝跡
M1号溝跡

遺構は調査区南東端付近を北東方向から南西方
向に向かって存在し、H9を切り、H7に切られ

ると思われる。調査規模は長さ2．8m、確認面で

の最大幅90cm、底幅40cm、確認画から底まで

の深さは45cmを測る。覆土内からは弥生時代中
期後半から後期の土器が出土した。本港跡は弥生

時代中期後半と思われるH9を切ることから弥生
時代後期としたい。

」　定一

上層
く1

0　　691，500m　　2m

1．照褐色上（10YR212）砂少量含む。

2．時褐色土（10YR313）砂少最含む。

3．六軒掲色土（IOYR213）砂やや多い。

M1号溝跡遺構・遺物実測図
番 号 器　 種 器　 形 口径 c m 底 径 cm 器 高 cm 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・郡 位 備　　 考

1 弥 生 式 土 器 一 外 面 横 走 沈 練 ・縄 文　 内 面 ミガ キ 頚 部 破 片 異 色

2 弥 生 式 土 器
－ － － 外 面 横 走 沈 縁 ・縄 文　 口緑 外 面 縦 パ ケ 目 頚 部 破 片 鈍 い 黄 橙 色

3 弥 生 式 土 器
－ ー 口 辰 部 ・口 辺 部 縄 文　 口辺 柵 走 洗 練　 口 縁 内 外 面 ミ ガ キ 目 線 破 片 鈍 い 黄 褐 色

M1号溝跡遺物観察表

M2号溝跡

遺構は調査区東側から調査区内にてやや方向を南に変えて存在し、HlOを切り、H6・4、M4に切られ

る。残存範囲は3箇所に分断され、規模は東側残存部で東西長78cm、確認面上での幅72cm、底幅18cm、
確認面から底までの深さは30cmを測る。中央残存部で東西長3．6m、確認面上での最大幅95cm、底幅35

cm、確認面から底までの深さは45cmを測る。西側残存部は長さ10．6m、確認面上での最大幅90cm、底幅

36cm、確認面から底までの深さは55cmを測る。覆土からは弥生時代中期後半から後期の土器片が多数出
土した。本溝跡は弥生時代中期後半としたHlOを切ることから弥生時代中期後半から後期としたい。
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M3号溝跡
遺構は調査区を東西方向に横切るように存在し、Hl・3・4・6に切られる。残存範囲は2箇所に分断

され、規模は東側残存部で東西長3．2m、確認面での最大幅1．6m、底幅1．2m、確認面から底までの深さ

35cmを測る。西側残存部は東西長2．9m、確認面での最大幅1．1m、底幅80cm、確認面から底までの深

さ25cmを測る。覆土は黒褐色土と暗褐色土で、覆土内からは弥生時代中期後半から奈良時代の土器片が
出土したが主体は弥生時代の土器である。本溝跡は弥生時代としたい。

‥

‥

n

H

‥

M3号溝跡遺構・遺物実測図

2

n
日
日
〃
′

番 号 器　 確 器　 形 口径 cm 底径 cm 器 高 cm 調　　 整 ・文　　 様 残存率 ・部位 備　　 考

1 弥生 式土器 壷 一 外 ．面赤色塗彩　 頭部衡描渦状 文　 内面 ナデ 破片 外面赤 色 ・鈍い黄橙 色

2 弥 生式」二器 藍 外 面櫛描 波状 文 破片 褐 灰色

3 弥生 式土器 藍 ー － 外 ．［毎櫛描斜線 文 破片 明黄褐 色

M3号溝跡遺物観察表
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M4号溝跡

遺構は調査区南を南北方向に延びる形

で存在し、H4・7に切られ、M2を切る。

確認規模は長さ3．6m、確認面での最大
幅1．3m、底幅80cm、確認面から底ま

での深さは35cmを測る。遺物は弥生時

代中期後半から後期の土器片が多数出土

した。出土遺物の状況及び弥生時代中期

後半から後期のM2を切ることから、本
溝跡は弥生時代後期としたい。

M4号溝跡遺構・遺物実測図

調　　整・文　　様 掩存率・部位
頭部械走洗練間に重l　形洗練丈・縄文沈綾
部へラナデ

トドパケ十デ内面上吾にパケ、卜

M4号溝跡遺物観察表

M5号溝跡

遺構は調査区東から南西方向にかけて認められ、西側はH7に切られ消滅する。確認規模は長さ7．6m、

確認面での最大幅48cm、
底幅40cm、確認面から底　　④
までの深さ30cmを測る。

遺物は弥生時代後期の土器

片が出土した。本港跡は弥　H7
生時代後期としたい。

M5号溝跡遺構・遺物実測図

L．蛸褐色土（10YR朋）砂・軽石り」、石含む。

調　　整・文　　様
＝辺外面＝形沈挽史　弧附釣ノh九線文・山形沈綿史・押し引㌢利点文
面斜めバナナデ　内面櫓ミガキ

M5号溝跡遺物観察表

・て

苧1聖
楽梁69120CIm　　2m

1．照褐色士（10YR213）

砂少丑、褐色t7．ロック含む。

2．暗褐色土（10YR314）

砂やや多い。しまりややあり。

0　　692∞Om　　2m

1．暗褐色上（10YR矧　　　　　　　　利　　　くl

小石・砂含む。　　　　　　　　　　　1．暗褐色土（10YR3J3）

砂・小心含む。

0　　69150。m　2m　　　　　　　　　　0　　691600m　2m

老ふ
く［　H7

く

㌦
・
・

1．六軒褐色土（10YRj佗）

ローム拉・砂少放含む。

2．鈍い薫褐色土（10YR413）

ローム・砂・小石含む。

0　　　691300m　　2m

土坑実測図

D1号土坑

遺構はH1号住居址東壁付近に位置する。調査では新旧関係が逆となったが、本遺構がHlを切る。正確
な規模・形態は不明である。土坑内に集石が存在した。遺物は弥生式土器片及び土師器片が出土したが土師

器片が主体である。奈良時代のHlを切ることから、奈良時代以降の遺構と考えられる。
D2号土坑

遺構は調査区東の調査区境に位置し、半分程度は調査区城外となる。平面形態は確認状況から円形又は楕
円形と思われる。規模は南北1．6m、東西は調査規模で95cm、確認面から底までの深さは40cmを測る。

遺物は弥生時代中期後半から後期の土器片が多数出土した。本土坑は弥生時代としたい。
D3号土坑

遺構は調査区東に位置する。形態は不整円形で規模は東西径1．6m、南北径1．25m、確認面から底までの
深さは45cmを測る。時期は不明である。

－17－



D4号土坑
遺構は調査区東に位置する。形態はほぼ南北方向に長い楕円形に近い隅丸方形である。規模は南北2．2m、

東西1．2m、確認面から底までの深さは最大32cmを測る。時期は不明である。

D5号土坑
遺構は調査区南に位置し、H7に南側を切られる。形態は残存状況から円形又は楕円形と思われる。規模

は東西2．0m、南北は残存規模で1．2m、確認面から底までの深さは50cmを測る。時期は不明である。

4　掘立柱建物址

F1号掘立柱建物址
遺構は調査区西に位置し、2×2間の

側柱である。切り合関係は、H2、3を

切る。ピット形状は円形もしくは楕円形

である。ピット間は南北1m内外、東西
は65cm～1．4mを測る。遺物はピット

内から土師器片が出土した。古墳時代と

思われるH2を切ることから本掘立柱建

物址は古墳時代後期以降としたい。

1．盈褐色土　日0YR2J3）砂粒・小石含む。

2．暗褐色土（10YRj14）砂主体。

F1号掘立柱建物址実測図

F2号掘立柱建物址

遺構は調査区南西に位置し、3×1間と思われる。ピット形状は楕円形で長径鮒～140cm、短径66～85

cm、深さは44～59

cmを測る。ピット

間は東西80cm、南

北2．2～2．4mを測る。

ピット内からは弥生

時代の土器片が出土

した。弥生時代とし

たい。

旦（亘9　◎　◎　¢至）生’A

F3号掘立柱建物址

遺構は調査区北に位置し、Hl・1ト12を切る。2
×2間の側柱である。ピット形状はほぼ円形で、径は

28～56cm、深さは28～39cm、ピット間は南北90

cm、東西120cmを測る。奈良・平安時代の住居址を

切ることから平安時代以降としたい。

F2号掘立柱建物址実測図

／攣ノノ／高
山

◎ ◎

◎
・引　　　　　くl

、
了
、
∴
　
∴

F3号掘立柱建物址実測図
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H4号住居址全景（北西から）
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H5号住居祉掘方（南西から） H6号住居址全景（南から）
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